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『くれよんがおれたとき』 

かさい まり／さく 北村
きたむら

 裕
ゆう

花
か

／え      

くもん出版
しゅっぱん

 E ｸ 

 

 友だちのゆうちゃんが、わたしのくれよん

をおってしまった。いやなきもちでねむれな

かった。つぎの日、ゆうちゃ

んは「ごめん」といってくれ

たけど、しらんぷりした。こ

のままずっとなかなおりで

きなかったらどうしよう。 

 

『ぼくが見
み

たお父
とう

さんのはじめてのなみだ』 

そうま こうへい／作
さく

 

佼
こう

成
せい

出版社
しゅっぱんしゃ

 913.6 ｿ 

 

 いつもつよくてやさしいお父さん。そうい

えば、ぼくはお父さんのなみだをいままでい

ちども見たことがない。お父

さんにきくと「おとなだし、

おとこだから」といわれたけ

れど、ほんとうにないたこと

がないのかな。 

 

 

『くろねこのロク空
そら

をとぶ』 

インガ・ムーア／作
さく

・絵
え

  

徳間
と く ま

書店
しょてん

 933.7 ﾑ 

 

 まいにち六けんの家でごはんをたくさん

たべているくいしんぼうのロ

ク。りょこうでおとずれた森

でもおなかいっぱいのごちそ

うをつかまえるために、やま

ねこのスコットにあんないし

てもらうことにしました。 

『ん ひらがな大
だい

へんしん！』 

まつもと さとみ／作
さく

  

汐
ちょう

文社
ぶんしゃ

 913.6 ﾏ 

 

 なっちゃんは「ん」がすきではありません。

でもある日、であった「ん」と

いっしょに、「ん」がたくさん

あつまる「んどうかい」にさ

んかします。すると、かけっ

こでころんだ「ん」が「く」に

へんしんしてしまいます。 

『みけねえちゃんにいうてみな』 

村上
むらかみ

 しいこ／作
さく

   

理論社
り ろ んし ゃ

 913.6 ﾑ 
 

 みけねこのみけねえちゃんは、ともくんと

おかあさんとの三人かぞく。さいきんともく

んは、じぶんのことをうーち

ゃんって言う。じぶんの名前

がきらいみたい。なんでな

ん？みけねえちゃんにいう

てみな！ 

『はやくはやくっていわないで』 

益田
ま す だ

 ミリ／作
さく

 平澤
ひらさわ

 一平
いっぺい

／絵
え

    

ミシマ社
しゃ

 E ミ 
 

 おおきなふねやちいさなふね、いろいろな

しゅるいのふねがいるよ。ゆっくりしている

ふねもいれば、きゅうけいし

ているふねもいる。みんなで

きることはちがうから、それ

ぞれすきなペースですすん

でいいんだよ。 

 

 

『たんじょう日
び

をとりもどせ！』 

井上
いのうえ

 よう子
こ

／作
さく

   

岩崎
いわさき

書店
しょてん

 913.6 ｲ 

 

 今日はりおのたんじょう日。学校も休みな

のに､おとうさんもおかあさ

んもしごとでいない。さみし

くて「たんじょう日なんか、な

くたっていいや」と言ったら、

たんじょう日がカレンダーか

らきえてしまった！ 

 

 

 

 

 

『ゆうやけトンボジェット』 

吉野
よ し の

 万里子
ま り こ

／作
さく

  

くもん出版
しゅっぱん

 913.6 ﾖ 
 

 ジェットきが大すきなトンボのジェット

は、山でテントウムシをせな

かにのせてたかくとんでみま

した。「ほんものみたい！」と

よろこんだ二ひきは、おきゃ

くさんをのせて、はこんであ

げようとひらめきます。 

 

 

 

 

 

『のこったスイカはだれのもの』 

山下
やました

 明生
は る お

／作
さく

   

理論社
り ろ んし ゃ

 913.6 ﾔ 

 

 うみのそばのはたけにのこった小さなス

イカを、ネズミ・カラス・イノシシ・モグラ・

タヌキたちがつぎつぎと見

つけてだいじにそだてます。

ついに大きくそだったおい

しそうなスイカ。だれがどう

やって食べるのかな？ 

 

 

『発車
はっしゃ

オーライ！山
やま

の電車
でんしゃ

「いたずら号
ごう

」』 

いぶき 彰
しょう

吾
ご

／文
ぶん

   

文
ぶん

研
けん

出版
しゅっぱん

 913.6 ｲ 

 

 二年生の夏休み、トオルはひいばあの家か

らひとりで電車にのってママ

のまつ町へ帰ることになっ

た。えきでまっていると山の

電車「いたずら号」がやってき

てトオルはいきなり電車の車

しょうをまかされてしまう。 

 

『ポケットたくさんワンピース』 

リリー・ムーレイ／作
さく

 ジェニー・ラブリ―／絵
え

  

偕成社
かいせいしゃ

 E ｶ 

 

 ルーシーは、おばさんといっしょにワンダ

フル・ワンピース・ストアにでかけました。

どんなワンピースもみつかるゆめのおみせ

のはずなのに、ほしいものが

みつかりません。ルーシーは

どんなワンピースがほしい

のでしょう。 

 

 

『ラッテとふしぎなたね』 

庄野
しょうの

 ナホコ／作
さく

  

小峰
こ み ね

書店
しょてん

 E ｺ 

 

 花とみどりが大すきなねこのラッテ。ある

日、ふしぎな青いとりがひとつのたねをはこ

んできました。ラッテはわく

わくしながら、まいにち水を

あげておせわをします。いっ

たいどんなすてきな花がさ

くのでしょうか。 

 

 

『しらとりくんはてんこうせい』 

枡野
ま す の

 浩一
こういち

／ぶん  

あかね書房
しょぼう

 913.6 ﾏ  

 

 てんこうせいのしらとりくんは、せがたか

くて色白。さんすうとシュークリームがすき 

で、おしゃべりはにがてみた

い。ぼくとぜんぜんちがうけ

ど、なぜか気になってしまう

んだ。ぼくたち、ともだちに 

なれるかな。 

『ぼくのいぬはどうしてこんなにかわいいのか』 

しゅん／作
さく

 えがしら みちこ／絵
え

  

KADOKAWA E ｶ 

 

 小学２年生のしゅんは、夏休みにペットの

チャコをくわしくしらべることにきめた。チ

ャコとは小さいころからず

っといっしょにいるけど、わ

からないこともある。だから

チャコのことをもっと知り

たいんだ。 

 

『さとうとしお』 

  

ひさかたチャイルド 588 

 

 見た目がそっくりな“さとう”と“しお”

は、あじのほかにちがうところがたくさんあ

るんだ！ゆびでさわった

り、火にかけたり、おゆに

いれてじっけんしてみよ

う！あじのほかにどんな

ちがいがあるのかな？ 

 

 

 

『トガリネズミひみつのくらし』 

六
ろく

田
た

 晴
はる

洋
ひろ

／写
しゃ

真
しん

・文
ぶん

  

世
せ

界
かい

文
ぶん

化
か

ワンダーグループ E ｾ 

 

 トウキョウトガリネズミは、せかいで一番

小さいほにゅうるいのひとつです。おもさは

１円玉２まいぶん。上へ下へ、右へ左へ、も

うスピードでうごいてエモノ

をさがすよ。小さなトガリネ

ズミのくらしをしゃしんでみ

てみよう。 

『ともだちのなまえ』 

内田
う ち だ

 麟
りん

太郎
た ろ う

／作
さく

 はしもと みお／彫刻
ちょうこく

・絵
え

 

教育画劇
きょういくがげき

 E ｷ 

 

 ひとりぼっちのイグアナがくらすしまに、

はねをいためたカモメ

がおちてきました。ふた

りはなかよくなったけ

れど、あるひカモメがい

かなくてはいけないと

いいだします。 

 

『どろぼうジャンボリ』 

阿部
あ べ

 結
ゆい

／作
さく

  

ほるぷ出版
しゅっぱん

 913.6 ｱ 

 

 どろぼうのジャンボリがぬすむものはみ

んなのいえのごみばこにすてられた「てがみ

のたね」。したがきのてがみ

やわたせなかった「はだかん

ぼうのきもち」がかかれたて

がみをあつめて、じっくりよ

んであじわうのだ。 

 
 

  ていがくねんむけ 

ししょからの         

なつのおすすめぼん 

 


